
抗癌剤チェックシステムが稼動しました

10 月 10 日（火）より、『抗癌剤チェックシ

ステム』が稼動しました。これに伴い、注射

射薬処方箋の医師名の下に禁05-XXXと

印字されます。これは薬剤部側で登録した

た項目（投与量、投与速度、投与期間、休

薬期間）のいずれかにチェックがかかった

ことを意味します。チェックがかかった場合、

合、薬剤部で再度確認し、不明な点があ

れば処方医へ連絡します。このシステムでは患者さんの基本情報に基づきチェックを

かけますので、病名および身長・体重の入力漏れが無いようお願いします。なお、薬剤

部における抗癌剤の調製、病棟での運用方法は従来通りです。

抗癌剤《製剤室にて混注》は実施時刻の入力をお忘れなく

現在、製剤室では８病棟、３外来診療科

について抗癌剤の混注を行っていますが、

実施時刻の未入力処方が散見され、何時

までに調製してよいか分かりません。抗癌

剤は非常に高価な上、長時間放置するこ

とにより急激に力価が低下し期待した効

果が得られない恐れがあるため、製剤室

ではできるだけ実施直前に調製しており

ます。《製剤室にて混注（K）》を処方の際は、実施時刻を必ず入力して下さい。

救急外来の薬品管理をカート交換方式にて開始

１０月２日（月）より、薬剤カートによる薬品管理を開始しました。薬剤部と救急外来の

間で、週２回（火、金曜日）カートの交換を行います。
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医療事故防止対策に一役

  間違いやすい薬品の講習に引き続き、病棟の薬品棚の整理整頓を実施しました。

１０月１３日（金）から医療事故防止のための大学間相互チェック（広島大学、島根医科

大学による）も始まりました。引き続き、薬品の取り違いの無いよう、また不要な薬を病

棟に残さないよう気をつけましょう。

患者さんへの薬剤情報提供にご協力下さい

外来において薬剤情報を文書により患者さ

んに提供した場合、月１回に限り（処方内容に

変更があった場合はその都度）、『薬剤情報提供

供料』が算定できます（１０点／回）。４月レセプ

プトにおいては、あと８６８回が算定可能でした。

た。処方時に、コメント『薬剤情報提供』を追加

入力して下さるようお願いします。

  

常備薬変更等に関するお知らせ

  １０月１６日（月）より、以下のようになります。

�　『サープル錠』（脳血管障害性精神症状改善剤）が、使用継続に不可欠であった

　　　市販後臨床試験（再試験）が行えないとの理由から販売中止となりました。それに

　　　伴い、オーダ中止となります。

� 『インタール点鼻液』において、従来は専用噴霧器（マイクロフレーター）が必要で

�　したが、この度、薬液容器と噴霧器が一体化した製品に切り替わります。よって

�　マイクロフレーターはオーダ中止となります。

�　血糖測定採血針『マイクロレット　ランセット』が『マイクロレット　ランセットⅡ』に

�　切り替わります。針の太さが２５ゲージから２８ゲージへと細くなります。

�　エチレングリコール、メタノール中毒に対して『４－メチルピラゾール（４－ＭＰ）』を

�　当院に配置しました。４－ＭＰは医薬品として承認されていないため試薬となりま

�　すので、患者さんへのインフォームド・コンセントが必要です。

　　　　＜参照：裏面＞当院で常備している中毒治療薬

平成１３年度薬剤部研修生試験を実施します

  平成１３年度薬剤部研修生採用試験に１９名（男性１名、女性１８名）の応募がありま

した。なお、試験日は１０月２３日（月）です。



＜参照＞

中毒原因物質 治療薬 商品名・製剤名

亜硝酸アミル 亜硝酸アミル

３％亜硝酸Na （院）３％亜硝酸Na

① 青酸化合物

１０％チオ硫酸Na デトキソール注

ヒ素、水銀 ジメルカプロール バル注②

重
金

属

鉛、カドミウム エデト酸Na ブライアン注

銅 ｄ－ペニシラミン メタルカプターゼ

鉄 デフェロキサミンメシル酸
塩

デスフェラール注

硫酸アトロピン 硫酸アトロピン

ジアゼパム セルシン、ホリゾン等

③ 有機リン、カーバメイ

ト

（殺虫剤、神経ガス）
プラリドキシムヨウ化メチルパム注

④ パラコート、ジクワッ
ト

（除草剤）

ポリスチレンスルホン酸 ケイキサレート、カリメート

⑤ フッ化水素 グルコン酸カルシウム カルチコール注

アセチルシステイン Ａ．Ｒ．Ｂ液⑥ アセトアミノフェン

Ｌ－メチオニン Ｌ－メチオニン注”Ｚ”

⑦ クマリン誘導体 ビタミンＫ ケーワン、ケイツー

エタノール エタノール⑧ メタノール
エチレングリコール ４－メチルピラゾール（４－

ＭＰ）

４－メチルピラゾール（４－

ＭＰ）

⑨ メトヘモグロビン血

症

（アニリン中毒等）

メチレンブルー （院）１％メチレンブルー液

⑩ 硝酸銀 塩化ナトリウム 塩化ナトリウム

⑪ 麻薬 ナロキソン塩酸塩 ナロキソン注

⑫ ベンゾジアゼピン系 フルマゼニル アネキセート注

⑬ ヘビ毒マムシ マムシ抗毒素血清 乾燥まむしウマ抗毒素

※ヘビ毒ハブに対するハブ抗毒素血清は常備していません


